


　本校の学校教育目標は，「夢や目標をもち，共にみがき高め合う子どもの育成」
です。この学校教育目標には，「夢や目標の実現に向けて，これまでに学んできた
ことを生かして，友達と試行錯誤を繰り返しながら，よりよい自分の実現に向け
て，高め続けていく子ども」を育成したいという教師・児童・保護者の思いが込め
られています。
　このような目指す子ども像の実現に向けて，本校では，長い歴史の中で受け
継がれてきた教育活動を大切にしながら，近年では，時代の変化に対応した教育
活動も先進的に取り入れることに努めています。
　伝統を大切にした活動としては，「体験活動の充実」が挙げられます。遠足や
自然教室，修学旅行などの学校行事や生活科や総合的な学習の時間などの授業の
中で，様々な「ひと・もの・こと」との体験ができるようにエ夫を図っています。
このような体験活動の充実を図ることで，友達と協力して，やり遂げる喜びを
味わうことができるようにしています。

　時代のニーズに応じた活動としては，「情報教育の充実」が挙げられます。プログラミング教育を低学年から
行ったり，一人一台のタブレットの活用も推進したりしていきます。このような情報教育の充実を図ること
で，筋道を立てて考えたり，自分の課題に応じてICTを活用したりすることができるようにしていきます。
　このように，本校では，「伝統」「最先端の教育」という２つの大きな柱を大切にし，鹿児島大学との連携を
深めながら，知・徳・体の調和のとれた児童の育成に努めております。校内には，子どもたちと教師の声が響き
合い，活気に満ち溢れています。ぜひ，お子様の６年間という大切な時間を本校に託していただけないでしょ
うか。そして，共に子どもたちの健やかな成長のために，教育について語り合っていきましょう。
　御入学をお待ちしております。

学校教育目標

めざす子どもの姿

学校長あいさつ

橋元　忠史
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長らく作詞者不詳であったが，平成12年
本校卒業の児童文学者「宮原晃一郎 氏」で
あることが判明。

「我は海の子」

学校紹介

昔の様子
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　毎年，鹿児島大学からの教育実習生を受け
入れています。教育実習生は，実際に子ども
たちに授業を行います。毎年，教育実習生の
授業を行う姿は，子どもたちにとって，夢や
目標に向かって頑張る大切さを伝え，かけが
えのない思い出になるものとなっています。

附属小の特色ある教育活動
教育実習

　毎年，日頃の学習の成果を発表する場とし
て，公開研究会があります。この会には県内
外から６００名を超える多くの先生方が参加
し，授業の様子を参観します。各教科等の見
方・考え方を働かせた深い学びの実現を目指
して，子どもたちが学び合いを展開します。

公開研究会

　「自分探究クラブ」では，自分の興味があ
ることや得意なことについて，とことん試し
たり，調べたりすることができます。３年生
から６年生まで，探究したいことを自分で決
めて，自分なりにいろいろな方法で調べたり，
詳しい人に話を聞いたり，本やインターネット
などで調べたりしながら，解決していきます。

自分探究クラブ

　複式Ⅰ組，Ⅱ組，Ⅲ組の３学級があります。
１学級あたり上学年８名，下学年８名，計１
６名が共に学んでいます。子どもたちがガイ
ドやフォロワーの役割を担いながら学ぶこと
を通して，自ら学ぶ力が高まります。また，
異学年同士で関わりながら生活することを通
して，協力する力や自己有用感が高まります。

複式教育
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　低学年から高学年まで全ての授業で，本校
教諭とＡＬＴの２名体制で授業を担当し，ゲー
ム活動を工夫しながら，意欲的に英語を学べ
る授業を展開しています。

　一人一台の端末とクラウドツールを使って，協
働的な学びを行っています。また，端末を家に
持ち帰り，各自のペースで電子ドリルに取り組
むなど個別最適な学習にも力を入れています。

　県内外から多くの研修視察を受け入れてい
ます。授業のつくり方や研究内容について意
見交換を行い，質の高い授業づくりにつなげ
ています。

　台北教育大学の学生とインターネット通信を
用いた交流を行っています。また，台北教育大
学の実習生を受け入れ，日本と台湾の文化につ
いて学ぶ授業を行っています。

　各教科等を専門に研究している職員
が教科担任制で授業を行っています。
各教科等の学ぶ意義や楽しさを感じら
れる授業づくりに努めています。

　附属小学校の特色ある教育活動を実現するために，以下のような学校全体の仕組みづくりにも
取り組んでいます。

教科担任制

　全学年，午前中に５時間
の授業を行っています。集
中力が高い午前中に授業
を行うことで，子どもの資
質・能力がよりよく育まれ
る仕組みになっています。

午前中の５時間授業
　４月から１０月上旬までを前期，１０月中旬から３
月までを後期とした２学期制を導入しています。前
期と後期の間に秋休みがあります。３学期制を２学
期制にすることで，始業式・終業式等の回数が少な
くなり，その分を授業時間に充てることができます。

２学期制週時程（通常校時）
月 火 水

朝の会（10 分）　８：１５～

給食→昼休み→掃除

１校時
2校時
3 校時
4 校時

６校時
～１４：４５
下校完了
１５:１５

下校完了
１４：３０

６校時
～１４：４５

総合的な
学習の時間
（９０分）
１３：５５～
１５：２５

下校完了
１５:１５

下校完了
１５:4５

5 校時　～１２：３５

木 金

午
前
中
に

五
時
間
授
業

英語教育

視察の受け入れ

ＩＣＴ教育

台北との交流
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　修学旅行は，長崎県と
熊本県に２泊３日で行き
ます。学びが深まる旅行
になっています。

　登山をしたり，レクリ
エーションをしたりして
友達との仲を深めるこ
とができます。

　親子でふれ合ったり，
学んだりする機会もたく
さんあります。

カリキュラムの充実 ～ひと・もの・こととの関わりの重視～ 
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　互いの絆が深まる３年生から始まる登山など直接体験を重視したカリキュラムを組んでいます。
　宿泊的行事では，友達のよさや，みんなでひとつにまとまることの大切さをあらためて感じる
ことのできる貴重な体験をすることができます。
　大運動会では，みんなが考えたスローガンの下，運動の楽しさを味わいながら，友達と協力することを通して，
集団の一員としての自覚を深めることや個性の伸長を図ることができます。
　音楽発表会は，１年交代で市内の大きなホールや体育館で行われます。音楽発表会を通して，音楽の素晴らしさを
改めて感じたり，自分や友達のよさを見つけたりすることができます。
　このように，ひと・もの・こととの関わりを重視した活動を多く取り入れています。
　また，吹奏楽部，合唱部は，本校の職員と講師を招いて常時活動しています。陸上部，水泳部は，鹿児島市の大会
に向けて時期的に活動しています。このように，個性を発揮することができる部活動を行っています。

吹奏楽部吹奏楽部 合唱部合唱部

陸上部陸上部 水泳部水泳部

部活動紹介

本校児童の活躍〈過去の主な受賞記録〉
「小さな親切」作文コンクール
かわなべ青の俳句大会
新聞感想文コンクール
椋鳩十読書感想文コンクール
南日本作文コンクール
小学生「夢をかなえる」作文コンクール
鹿児島県小学校社会科作品コンクール
統計グラフ全国コンクール

鹿児島県統計グラフコンクール

県理科に関する研究記録展

県昆虫・貝・植物・岩石展

全国小学生『未来』をつくるコンクール
人権に関するポスターコンクール　
全国国立大学附属ＰＴＡ連合会絵画コンクール
「夢のあるトラック」絵画コンクール

優秀賞　特選
特選
一席
椋鳩十賞　優秀賞　特選
南日本新聞社賞　２席　３席
最優秀賞　優秀賞
最優秀賞　優秀賞　佳作
佳作
学校賞　特選　審査員特別賞
入選　佳作
県知事賞，県教育委員会賞
県知事賞，県教育委員会賞
市長賞　市議会議長賞
南日本新聞社賞　
優秀賞
入選
特別賞
優秀賞　佳作

国語科

社会科

算数科

理　科

生活科

図画工作科

情　報

音　楽

体　育

南日本プログラミング大会

ⅠＰＡ「ひろげよう情報モラル・
セキュリティコンクール」標語部門

鹿児島県合唱フェスティバル

九州合唱コンクール
ＮＨＫ全国学校音楽コンクール
鹿児島県コンクール
ＮＨＫ全国学校音楽コンクール
九州沖縄ブロックコンクール
鹿児島県吹奏楽コンクール
九州吹奏楽コンクール
県吹奏楽ソロコンテスト
鹿児島市水泳記録会
鹿児島市陸上記録会

特別賞（鹿児島信用金庫賞）
優秀賞

優秀賞

金賞
鹿児島県教育委員会賞
銀賞

金賞

奨励賞

金賞
金賞
金賞、最優秀演奏者賞

５年女子25m自由形　第１位
５年男子走り幅跳び　第１位
６年男子100ｍ走　　第１位 
６年男子400ｍリレー　第１位



鹿児島本線「鹿児島中央駅」下車
市電「中郡電停」下車（11分）

（徒歩3分）


